
 

乙部町ゼロカーボンシティ宣言 
 

 乙部町は北海道南西部の檜山振興局管内のほぼ中央に位置する日本海に面

した町です。基幹産業は農業・漁業ですが、近年は製造業などの新たな産業創

出にも力を入れています。 

 令和２年１０月に、「2050 年までに、温室効果ガスの排出を全体としてゼロ

にする（2050 年カーボンニュートラル）、脱炭素社会の実現を目指す」ことが

国会で宣言されました。 

 同年１２月には、「2050 年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略」

が策定され、環境対策が産業構造の大転換と力強い成長を生み出すと位置づけ

られました。 

 また、令和３年５月には、地球温暖化対策推進法が一部改正され、地球温暖

化対策の国際的枠組みである「パリ協定」の目標や「2050 年カーボンニュート

ラル宣言」が基本理念として位置づけられ、住民に最も身近な基礎自治体であ

る市町村には、地方創生に資する再エネ活用事業等を市町村が自ら認定する制

度が導入されました。 

 本町では、これまでも町内３カ所の温泉熱を交流施設、福祉施設、農業施設

等で活用し、公共施設における照明設備のＬＥＤ化など省エネルギー対策の実

践にも取り組んできており、令和４年２月には、本町の地域脱炭素実現への指

針となる「新たな産業創出に向けた乙部町再エネ・マスタープラン」を策定し

ました。 

 今後は、本マスタープランに基づき、再エネの導入促進、省エネ対策および

自家用車等のＥＶへの転換を、町民、事業者、行政が一丸となって推進し、 

2050 年までに二酸化炭素排出量実質ゼロの達成を目指すことを宣言します。 
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